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歯・口の健康づくり推進委員会
令和２年（２０２０年）

７月２８日（火）第1８号

歯・口の健康づくりの授 業
は くち けん こう じゆぎよう

３年 生は「むし歯のでき方」、２年 生は「歯にやさしいおやつのとり方」を学び、
ねんせい ば かた ねんせい は かた まな

自分の課題を見つけて、行 動 目 標 を立てました。３年 生はタブレットを使って、
じ ぶん か だい み こうどうもくひよう た ねんせい つか

考 えたことをみんなで 共 有し、２年
かんが きようゆう ねん

生はクイズをみんなで解きながら、学
せい と まな

びを深めることができました。
ふか

努努 努 努努 努

は み が き マ ン通信
つ う し ん

歯・口の健康づくりのおはなし⑱ （令和元年 10/5 PTA 研修会より）
は く ち け ん こ う れい わ がん ねん けん しゆう かい

＜食べることによる脳への刺激＞
た のう し げき

かむことは第２の心 臓と言われています。眠くなったとき、
だい しんぞう い ねむ

ガムをかむと、脳に血 液がたくさん流れて眠気が覚めます。
のう けつえき なが ねむ け さ

アメリカの研 究 では、人差し指を１分 間 動かすだけで、脳
けんきゆう ひと さ ゆび ぷんかんうご のう

への血の流れが１０％増えたそうです。 上 手にはしを使って、おいしい 料 理を
ち なが ふ じよう ず つか りよう り

眺めて、良い匂いを嗅いで、楽しい会話をすることは脳の発 達に非 常 に大 切
なが よ にお か たの かい わ のう はつたつ ひ じよう たいせつ

なことだそうです。家庭で家族みんなで楽しく 食 事を食べることは、子どもの
か てい か ぞく たの しよく じ た こ

情 緒 教 育によいと言われています。家族で一 緒に 食 卓を囲むことは大事で
じようちよきよういく い か ぞく いつしよ しよくたく かこ だい じ

す。孤 食 は良くないのです。同じ釜の飯を食べることで、連 帯 感が生まれます。
こ しよく よ おな かま めし た れんたいかん う

一 緒に 食 事を食べることにより、家族の和ができるのです。食事の時、子ども
いつしよ しよく じ た か ぞく わ しよく じ とき こ

のそばに居てあげるだけでも、子どもの精 神 的 発 達
い こ せいしんてきはつたつ

に役に立つのです。
やく た

毎 日、なにげなくやっていることが、
まいにち

子どもたちの脳の発 達に影 響 を与えているん
こ のう はつたつ えいきよう あた

だね。よくかんで、家族で楽しく食べよう。
か ぞく たの た


